


























































































































































































以 上 を 踏 ま え て 、 今 後 の 尼 ケ 淵 急 崖 面 の 整 備 の 方 向 を 、 次 の よ う に 設定 す る 。

。 こ れ ま で の 築 城 の 歴 史 を 踏 ま え て 、 自 然地 形 を 生 か す と と も に 、

往 時 の 表 情 や 雰 囲 気 を 伝 え る 整 備

i . 地 形 や 既 設 石 垣 の “ 原 風景 イ メ ー ヅ " の 継 承

自 然、地形 を そ の ま ま 効 果 的 な 防御 壁 と し て 活 用 し て き た 築 城 の 考 え 方

を 受 け 継 ぎ 、 現在 の 地形 お よ び既存 の 石垣 を 可能 な 限 り 生 か し て い く 整

備 を 行 う 。

基本 的 な 形状 で あ る 2 段 で 変化 ( 凹 凸 ) の あ る 石 垣 と 、 そ の 閣 の 地 山 の

双 方 が も っ 独特 な 表情 や 雰 囲 気 を 残 し て い く 整 備 を 行 う 。

必 要 箇 所 に の み 新 た な 石積 み 整 備 を 、 そ の 他 は 極 力 自 然 的 な 一 即 ち 、

整 地 や 植栽等 を 主 体 と す る 一 整備 を 行 う 。

i i . 伝 統 的 な 工 法 の 継 承

往 時 の 石 積 み 工法 で あ る 「打 込 は ぎ j の 表 情 や 雰 囲気 を 伝 え る 石 積 み 仕

上 げ を 目 指 す 。

な お 、 具 体 的 な 整 備 は 、 地質 の 状況 ( 危 険 性 等 ) に よ っ て 異 な っ て く る が 、 概 ね 次

の 工法 を 想定 す る 。

上下 の 石積 み の 聞 の 地 山 が安定勾 配 を と れ る 部分 に つ い て は 、 崩 壊 前 に 安 定

勾 配 に 整地 す る に 止 め る 工法

安定勾配 が と れ な い 部分 お よ び 長 大崖面 の 部分 に つ い て は 、 支持地盤 の 強度

等 に も よ る が 、 周 囲 へ の 影響 が予想 さ れ る 躯 体擁壁工 は 極 力 避 け て 、 石積 み 工

法 か 、 ま た は 、 石 積 み と ア ー ス ア ン カ ー や ル ー ト パ イ ル 等 の 併 用 工 法
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安定勾配 が と れ る 場合

安定勾 配 が と れ な い 場 合

長大崖面 の 場合
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固 歴史 の散歩道 の 整備計画
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- 陣 坂 ~ 市 役 所 ル ー ト I ( 上 田駅 一 車坂 一 上 田 高 校 一 市役所 一 城 〉

前記 ル ー ト は 車両交通 ・ 歩行者双方 の 主要 路線 だ が 、 よ り 歩行者 の 空 間 ス ケ ー ル

に 適 す る 路線 と し て 車坂 ~ 市役所 ル ー ト が位 置 づ け ら れ る 。

千 曲 川 の 河 岸段 丘 を 切 り 通 し た 車坂 は 、 古 く か ら あ っ た 川 に 近 づ く 数 少 な い 坂 の

ひ と つ で 、 平 成 3 年度 に 石畳化 な ど の 歴 史 の 散歩 道 整 備 事 業 が 実 施 さ れ る 予定 で あ

る 。

車坂 を 昇 る 際 に は 、 左手 の 百貨居駐車場上方 に 尼 ヶ 淵 の 崖線 と 斜面緑 地 を 一部望

む こ と が で き 、 大 き な 城 構 え を 感 じ ら れ る 場所 で あ る 。 本 来 は 百貨底建物部分 も 含

め て 崖 線 が 見 え た 場所 で あ る こ と を 考慮 し 、 歴 史 の 散歩道整備事業 に 関連 し て 、 案

内 板 の あ る 小広 場 整 備 を 民 間 企業 に 要請 し て い く 。

車 坂 を 昇 り き っ た の ち 御屋形跡 〈 上 田高 校 〉 へ 向 か う 路線 に は 社 や 武家 屋 敷 の 門 ・

蔵 な ど の 歴 史 的 な 要素 が残 っ て お り 、 静 か な 住 宅地 の 中 の 落 ち 着 き の あ る 路 面 の 整

備 を し 、 徐 々 に 城 へ 近 づ く 雰 囲気 づ く り を す る 。

ま た 、 市役所西端 を 通 り 抜 け で き る よ う に 整 備 す る こ と に よ っ て 御屋形跡西側道

路 と 大 手 町本通 り の 歩行者動線 を 確保 し 、 御屋形跡周 辺 に 多 様 な ル ー ト を 設定 す る 。
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- 西産 口 ~ 坂 下 ル ー ト |

西虎 口 の 外 、 小 泉 曲 輪 〈 現市民体育館) と 捨掘 ( 現 上 田高校第二 グ ラ ウ ン ド ) の

聞 の 道路 は 「 い こ い の 道 」 と し て 平成 5 年 度 、 こ れ に 先 ん じ て 坂 下 に 向 か う 2 本 の

小道 は 平成 4 年度 に 歴 史 の 散歩道整備事業 が実施 さ れ る 予定 で あ る 。

前者 は 史 跡指 定 区域外 で は あ る が 、 か つ て 曲 輪 お よ び堀 で あ っ た こ と 、 沿道土地

利 用 が 公共 施 設 で あ る こ と か ら 、 散歩道整備 に ふ さ わ し い 修景 整 備 な ど を 進 め る 。

坂 下 へ の 小道沿道 は 良好 な 民家 が こ の 通 り の 雰 囲気 を 創 出 し て お り 、 こ れ ら の 改

築 等 に 際 し て は 門 ・ 塀 を 残す 等 の 協 力 要請 を す る 。 な お 現在 は 居住 者 以外 の 通 り 抜

け は な い と 考 え ら れ 、 極 め て 静 か な 環境 で あ る た め 、 整 備 に 当 た っ て は 地 区 住 民 の

理 解 を 得 る と と も に 、 観光客 な ど が落 と す ゴ ミ 等 に つ い て 格段 の 配慮 を し て い く 。
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②城下 町 ル ー ト

・ 街道 ル ー ト ー 北 国街道常 田 町|

城 下 町 手 前 の 村 で あ っ た 常 国 は 早 く か ら 街 化 が進 ん だ 。 土蔵 づ く り の 家 々 や 科野

大宮社 、 毘沙門堂 な ど の 歴史 的 な 要素 が あ る 。

特 に 町並 み は 上 田市 の 中 で も 最 も よ く 残 っ て お り 、 そ の 保 全 を 図 る た め 、 伝 統 的

建造物群保 存 地 区 の 指定 を 検討 す る 価値 が あ る 。

ま た 現在通 り は 通過交通 が 多 い が 、 国道 1 4 1 号線 に 並行 な 通 り で あ る こ と か ら 、

交通規制 す る こ と に よ っ て 交通量 を 抑制 し 、 歩行者 が快適 に 歩 け る 空 間 を 確保 す る 。
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- 断道ル ー ト ー柳町~紺屋町|

北国街道筋の柳町は江戸期の造酒屋な ど う だ っ (火返 し 〉 の あ る 平 入 り の町家が

残 っ て い る 。

上回大神宮の参道に も あ た り 、 平成4 年度に歴史 の散歩道整備事業が実施 さ れ る

予定で あ る 。

地元住民の意識が高 く 、 伝統的建造物群保存地区の検討 も 行 な わ れて い る が、 残

念 なが ら西側の町並み し か残 っ て お ら ず 、 伝建地区指定が難 し い場合、 西 側 に つ い

て は 増改築に際 し て フ ァ サ ー ド の 保全、 東側は柳町通 り に 面 し て デザイ ン上の考慮

を行 な う よ う 協力要請す る 。

o 50 100 m 
・・E・・.・E・- 圃ーーーーーーーー
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- 街道 ル ー ト ー 上 州 街道 川 原 柳 ~ 上 房 山|

現存す る 町家 の 保全

- 断道 ル ー ト ー 坂下l

蚕種産業が盛 ん だ っ た こ ろ の 土蔵造 り の 民家 の 保全
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整備 プ ロ グ ラ ム参考資料 - 1

以上 の 整備計 画 に つ い て 、 短期 、 中 期 、 長期 に 区分 し た プ ロ グ ラ ム を 設定す る 。 具 体化 に 際 し て は 、 発

掘 の 成 果 を ふ ま え 適切 に 見 直 し を 行 う も の と す る ロ

O聾傭 プ ロ グ ラ ム

項 回 短 期 中 期 長 期 備 考

( 計 画 )

整 備基本計画 の 策定

保存管理計画 の 策定

( 発 掘 )

櫓 門

七 つ 櫓 ( 北側 〉

本 丸堀

そ の 他本 丸 内 - 本丸 内 は 短期 に 発掘 終 了

二 の 丸西 虎 ロ

二 の 丸北虎 口

そ の 他二 の 丸 ! i  、 の 丸 全 域 〉 - 施設移転 に 対 応 し て 調 査2 
( 整備)

櫓 門 復 元

七 つ 櫓整備

本 丸掲

そ の 他本 丸 - 東虎 口 、 環境繋備等
二 の 丸北虎 口

二 の 丸東 虎 口 - 市民会館移転後 に 復 元笠備

二 の 丸西 虎 口 - 野球場移転後 に 復 元聾備
そ の 他二 の 丸 - 施設移転 に 合 せ て 全 域 を 聾 備

- 必要 に 応 じ て 整 備 ( 中 期 ま で 〉

尼 ヶ 淵南 側 - 長期 的 、 段暗的繋備

( 移転 )

本 丸 内民家

主 要 建 造 物 - 移転用 地確保後 に 移
移が

転
転必

要
体 育 施設 - 移転 用 地確保 後 に
神 社 等 - 移転方策等 の 検 討

l』。もl







、



参考資料 - 3 施設移転 の 候補地 に つ い て

- 上 回城二 の 丸 内 の 諸施 設 の 移 転 用 地 に つ い て は 、 施設規模 の 大 き な も の が 多 く 、

移転 を 推進 す る た め に 、 か な り の 規模 の 土地 が必要 と な る 。 そ の た め 、 移転用 地

の 確保 に つ い て 、 上 田 市 の 都市 づ く り と い う 点 も ふ ま え た 計 画 的 配慮 が 必要 で あ

る 。

- 施設移転 を 具 体 的 に 考 え た 場 合 、 施設 内 容 が 同 質 の 施設 に つ い て は ま と め た 形態

の 移転 が 適 切 で あ り 、 施 設 の グ ル ー プ化 を 行 う と 、 次 の よ う に な る 。

1 ) ス ポ ー ツ 施設 系 陸上競技場 、 野球場 、 プ ー ル 、 テ ニ ス コ ー ト

ゲ ー ト ボ ー ル コ ー ト 、 相撲場 、 ボ ク シ ン グ場

2 ) 文化施設系 市民会館 、 山本鼎記念 館 、 勤労青少年 ホ ー ム

3 ) そ の 他 真 田 神社 、 上 田招 魂 社 、 民家

児童遊園地 〈 動物 園 )

公園管理事務所

- こ れ ら の う ち 、 ス ポ ー ツ 施設 系 は 総 合 運動 公 園 の よ う な 大規模 公園 を 整備 す る こ

と に よ っ て 、 ま と め て 移転 を 図 る こ と が適切 で あ る と 考 え ら れ 、 こ の 場 合 は さ ら

に 小泉 曲 輪 に 立地 し て い る 市民体育館 、 勤労者体育 セ ン タ ー な ど も あ わ せ て 移転

す る こ と が想定 さ れ る 。

・ ま た 、 文化施設 系 は 複 合 利 用 施設 と し て 、 一体 的 に 整 備す る こ と が考 え ら れ る 。

な お 、 市 立博物館 に つ い て は 現地 に 存 置 さ せ る こ と が適 切 で あ る と 思 わ れ る ロ

・ そ の 他 の 施設 の 中 で 、 神 社 、 民家 に つ い て は 個 別移転 と 考 え ら れ る 。 公園管理事

務所 は ス ポ ー ツ 施設等 の 管理機能 は 総 合 運動 公 園 に 合 せ て 移転 す る こ と が適 当 で

あ る が 、 城 跡 公 園 自 体 の 管理機能 は 残 さ れ る こ と に な り 、 博物館等 へ 収容す る か 、

城 跡内 に 適切 な 形態 で確 保 す る こ と と な ろ う 。

- 遊 園地等 に つ い て は 、 総合運動 公 園 内 へ の 移転 も 考 え ら れ る が 、 機能構成 の 変更

を 前 提 に 城跡 内 に 残す こ と も あ り う る と 思 わ れ る 。

・ ス ポ ー ツ 施設 系 の 移転 候 補地 と し て は 、 干 曲 川 沿 い が適切 で あ る と 考 え ら れ 、 城

の 南側 の 工業 ゾ ー ン が有 力 候補地 の ー っ と し て あ げ ら れ る 。

・ ま た 、 文化施設系 は 立地条件 を 考 え て 、 市街地 に 隣接 し た 位 置 が ふ さ わ し い が 、

前記 の 工 業 ゾ ー ン に ス ポ ー ツ 施設 と 一体 的 に 整備 す る こ と も 考 え ら れ る 。

- 上 田 駅南 の 整 備 が進 行 し つ つ あ り 、 今後 の 発展可能性 が考 え ら れ る 、 千 曲 川 沿 い

の 工業 ゾ ー ン へ の こ れ ら の 施設移転 は 、 新幹線 の 開通 に あ わ せ て 、 新 た な 都市 づ

く り の 核 と な り う る 。

- 歴史 的 な 拠点 ・ シ ン ボ ル で あ る 城 と 合 せ 、 2 つ の 「 心 」 を も つ ま ち づ く り と し て 、

上 田 市 の 都市構造 を 大 き く 変 え る こ と に つ な が る 可能性 が考 え ら れ る 。

・ こ の こ と に よ っ て 城 と 千 曲 川 の 空 間 的 関連性 を 強化 す る こ と が で き る と い う 特徴

が あ る 。 さ ら に は 、 塩 田平 な ど 上 田 市 の 史 跡 全体 の ネ ッ ト ワ ー ク の 一 部 と し て 、

よ り 大 き な 計 画 と し て い く こ と も 検 討 に 値 す る と い え よ う 。
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参考資料 - 4 尼 ヶ 澗崖下の整備の考え方

0 基本 的 に は 城跡 の 前庭 的 ゾ ー ン と し て 、 有効利 用 す る 計 画 が必 要 で あ る 。

0 今後 の 施設建設 に あ た っ て は 、 城 ( 櫓 、 石垣 、 崖 〉 の 景 観 を 際立 た せ る こ と に 十

分配慮す る 必要 が あ る 。

ま た 、 建築物 の 素材 や 色調 、 広 告 類等 に 関 す る 規制誘 導 、 櫓 に 向 か う “ ヴ ィ ス タ

動線軸" の 形 成 、 櫓下 の 崖沿 い に 東西方 向 に 延伸 す る 城 へ の 導入 動 線 の 形成 な ど 、

城跡 を 生 か す 整備 を 行 な う 必要 が あ る 。

0理想的形態 と し て 、 城跡 の 整 備 に 合 わ せ て 前 庭 区域 を 順次 ( 西側 に ) 拡 大 し 、 広

場 お よ び歩行者路 、 駐車場等 を 確保 し て い く こ と が望 ま し く 、 実現手法 を 詰 め て

い く 必要 が あ る 。

‘〈 ‘
、、‘とh、、 、F
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